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△ ∽△ （二角相等）より、
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△ ∽△ （二角相等）より、
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∴

（対応辺の比）

AHC BHA

AC : BA CH : AH

13 : 12 : 5

5 65
13

12
AH : BH CH : AH

5 : 12

12

5
12

: 5

25
5

12

x

x

y

y

y

C

B

H

A

12

5

13

x

1612

A

B H C
20

x

y








   

    

△ ∽△ （二角相等）より、
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（対応辺の比）
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Ｈ７.３ 
(1) Aから Bまでは

x軸方向に 2 ( 3) 5  
y軸方向に9 ( 1) 10  

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
10

2
5


よって、直線 AB の y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

2y x b   ··········································· ①
のグラフである。

このグラフは A ( 3, 1)  を通るので、関数

①において、 3x   のとき 1y   となる。
よって、

( 3)1 2 b    ∴ 1 6 5b    
であり、関数の式は

2 5y x 

(2) Aから Bまでは
x軸方向に5 ( 1) 6  
y軸方向に 1 2 3   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
3 1
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

 

よって、直線 AB の y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

1
2

y x b    ······································ ①

のグラフである。

このグラフは A ( 1, 2) を通るので、関数

①において、 1x   のとき 2y  となる。

よって、
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であり、関数の式は
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(3) A ( 2, 3) から B(1, 6) までは

x軸方向に1 ( 2) 3  
y軸方向に 6 3 9   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
9

3
3
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よって、直線 AB の y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

3y x b    ········································· ①
のグラフである。

このグラフは A ( 2, 3) を通るので、関数

①において、 2x   のとき 3y  となる。

よって、

( 23 3 ) b    ∴ 3 6 3b    
であり、関数の式は

3 3y x  

(4) A ( 7, 5)  から B(5, 3) までは

x軸方向に5 ( 7) 12  
y軸方向に 3 ( 5) 2   

だけ移動するので、直線 ABの傾きは
2 1
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

よって、直線 AB の y切片を bとおくと、
直線 ABは 1次関数

1
6

y x b   ········································· ①

のグラフである。

このグラフは A ( 7, 5)  を通るので、関数

①において、 7x   のとき 5y   となる。
よって、
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であり、関数の式は
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